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事業の概要 

 

事業名 一般国道２１８号 
おかとみ

岡富拡幅 
事業 

区分 
 一般国道  

事業 

主体 
 宮崎県 

起終点 
自：宮崎

みやざき

県
のべおかし

延岡市
ふるかわまち

古川町 

 至：宮崎
みやざき

県
のべおかし

延岡市
おかとみまち

岡富町
延長  １．３km 

事業概要  

 一般国道２１８号は，熊本県熊本市を起点とし宮崎県延岡市に至る延長約１５０kmの幹線道路であり、九

州中央部の東西地域連携軸を形成するとともに，地域住民の生活にとって不可欠な生命線道路である。 

岡富拡幅は、延岡中心市街地と国道１０号延岡道路の延岡ＩＣを結ぶ延長約１．３ｋｍを整備するもので

ある。 

 

事業の目的、必要性  

 岡富拡幅は、延岡市街地における交通混雑の解消を図り、安全で円滑な交通体系を確保するとともに、広

域交通の拠点となる国道１０号延岡道路延岡ＩＣへアクセスする道路として産業経済・観光・通勤通学の機

能確保に大きく寄与する。 

 また、岡富古川土地区画整理事業の面的整備や街路事業による岡富橋新設と連携した効率の良い都市基盤

整備が図られるとともに、平成17年の台風14号による大規模な床上浸水被害を受け、五ヶ瀬川激甚災害対策

事業とも連携し早期の事業着手が必要である。 

全体事業費     ４２億円 計画交通量 １９，３００台／日 

事業概要図  

 
関係する地方公共団体等の意見  

 延岡市では，「第４次延岡市総合計画」で国道２１８号を幹線道路網と位置づけ、交通の円滑化や交通安全

対策の面から、本区間整備の事業化を強く望まれている。 また、H17の台風14号の豪雨により五ヶ瀬川が堤防

兼用道路を越水し広範囲に床上浸水被害が発生していることから、早期の整備が望まれている。  

 
事業採択の前提条件  

 ■便益が費用を上回っている。 

 ■円滑な事業執行が整っている。（平成１６年６月都市計画決定済) 

事業評価結果 

 

総費用 ３４億円 総便益  ９３億円 基準年  

Ｂ／Ｃ ２．７ 事業費     ： 33億円 

維持管理費：  １億円 

走行時間短縮便益： 91億円 

走行費用減少便益： 2億円 

交通事故減少便益： 1億円 

平成 １７年 

交通量変動 B/C= 2.7 （交通量   +10％） B/C= 2.6 （交通量  -10％） 

事業費変動 B/C= 2.5 （事業費  +10％） B/C= 3.0 （事業費  -10％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C= 2.6 （事業期間  +20％） B/C= 2.9 （事業期間 -20％） 

評価項目 評価 根拠 

渋滞が著しい区間の渋滞を解消する。 

渋滞対策 ○ 現況混雑度１．３１（H11ｾﾝｻｽ）渋滞度曲線県内上位２割以内 

【渋滞損失時間の改善】整備前：27.85万人･時間/年 ⇒ 整備後：27.22万人･時間/年 

           縮減時間：0.63万人・時間/年 

交通事故多発区間の事故の減少が見込まれる。 

事故対策 ○ 
【死傷事故率】 

    H13～15(34件) 194件／億台ｷﾛ                       

      （宮崎県平均 69件／億台ｷﾛ） 

（死傷事故率比（県内平均比）２．８） 

自
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影
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歩行空間 ○ 歩行者の安全性向上 

・現在歩道がない通学路であり、歩行者交通量１８２人/日である区間の歩道幅員０ｍ→３ｍ 

住民生活 － 特筆すべき事項なし 

地域経済 ○
・広域交通の拠点となる国道１０号延岡道路延岡ＩＣへアクセス向上 

・土地区画整理事業と連携し、まちづくりを支援 

災 害 ○
直轄事業五ヶ瀬川激甚災害対策特別緊急事業と連携して整備を行うことによる水害対策効果

・H5・H9・H17に大規模な床上浸水被害が発生しているため、堤防兼用道路の嵩上げにより水

害の解消も図られる。 

環 境 ○
CO2排出量削減：約600t/年 

Nox削減量：約3t/年（28％削減）、SPM削減量：約0.26t/年（26％削減） 
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地域社会 ○
市町村合併による地域間交流を支援 

・新延岡市(延岡市・北方町・北浦町)がH18.2.20に合併し、延岡市・北方町の役場を直結す

る道路である。（延岡市～北方町：２０分→１９分） 

事業実施環境 ○

岡富古川土地区画整理事業は平成１６年度に事業着手し、街路事業（岡富橋新設）

も平成１８年度より事業着手予定である。また、直轄事業による五ヶ瀬川激甚災

害対策特別緊急事業も平成１７年度に採択され、事業実施環境は整っている。 

 

採択の理由 
・ 本事業は、費用対便益が２．７と便益が費用を上回っている。 

・ 本事業は、高速交通網整備を補完するものであり、物流の効率化や主要都市間の交流促進・連絡強化に役割を

担うものと考えられる。 

・ 他事業と連携した都市環境整備や災害対策も図られ、事業効果は高いと判断される。 

・ 以上により，本事業を採択した。 
 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


